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下津井中学校公式キャラクター

しもたこちゃん

倉敷市教育委員会では、子どもたちにとってより良い教育環境を提供することができるよう、令和５年

７月に「倉敷市立小中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針」を策定したところです。

この度、下津井東小学校、下津井西小学校及び下津井中学校を統合し、現在の下津井中学校に新設する

義務教育学校の開校にあたり、令和６年４月に「倉敷市下津井地区義務教育学校開校準備委員会（以下

「開校準備委員会」という。）」を設置しました。

今後、開校準備委員会で協議された内容や、開校に向けた情報について、このたよりを通じて、保護者

や地域の皆様へお知らせしていきます。

開校準備委員会の概要

倉敷市下津井地区
義務教育学校開校準備委員会

R6.4～
設置

校名・校歌・校章

ＰＴＡ地域連携

制服

【検討内容の例】

倉敷市教育委員会
校名案の最終決定等

開校準備委員会では、保護者、地域の方及び学校関係者等から幅広く意見をお伺いしな

がら、開校までに決定が必要な事項について検討を進めていきます。

※３～４か月に１回程度開催予定

・平成２８年度から制度化された、新しい形の学校教育制度

・小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う

・一人の校長、一つの教職員組織

・９年間の学校教育目標を設定し、系統的な教育を目指す

開校は令和８年４月１日を予定しています！

義務教育学校とは…？

令和６年４月時点で
岡山県内に４校の
義務教育学校が
開校しています。

義務教育学校の設置は、倉敷市で初めての取り組みです！

義務教育学校のメリットとしては、次のようなものがあります。

異学年交流による
精神的な発達

児童生徒に対する
９年間の継続的な指導

中１ギャップの
緩和・解消

系統性・連続性を
意識した小中一貫教育

倉敷市教育委員会事務局

学校

連
携

下津井東小学校

下津井中学校

下津井西小学校
共有

意見・要望



日時：令和６年５月２８日（火） １８：３０～２０：２０

場所：下津井公民館大会議室

第１回 開校準備委員会を開催しました！

【開校準備委員会委員名簿】 ◎委員長 ○副委員長 （敬称略）

地域の代表者 岩中 正則 三宅 武夫

小中学校のＰＴＡ代表者 小西 由紀 清水 規彰 山本 理加

保育園・認定こども園の代表者 津田 隆章 矢野 旬一

下津井義務教育学校
（仮称）設立協議会の代表者

○田浦 博 藤原 祐輔

小中学校の校長 ◎赤﨑 哲也 木村 恵子 中桐 陽子

教育委員会教育次長 早瀬 徹

新しい学校の校名を募集します！

【応募期間】令和６年６月２１日（金）～令和６年７月２３日（火）

【応募資格】下津井地区の小中学校の児童生徒・保護者・教職員

下津井地区の在住者・在勤者

【応募方法】①電子申請（倉敷市電子申請サービス）にて応募

②応募用紙に記入のうえで、「応募箱に投函」、「郵送」、「FAX」のいずれかで応募

学校設置届出
(岡山県教育委員会)

校名候補の選定
(開校準備委員会)

校名決定
(倉敷市議会)

校名案を決定
(倉敷市教育委員会)

「校名」決定までの流れ

ご応募いただいた校名候補をもとに開校準備委員会で複数選定し、倉敷市教育委員会で校名案を決定し

たうえで、倉敷市議会の議決により、校名が正式に決定します。

【応募先】倉敷市教育委員会 学校適正配置推進室

〒710-8565 倉敷市西中新田６４０番地

TEL：086-426-3859 FAX：086-421-6018

皆様からのたくさんのご応募をお待ちしています！

第１回開校準備委員会において、新設する義務教育学校の校名を公募することとなりました。

そこで、下津井地区の子どもたちや地域の皆様に親しまれ、愛されるような校名を募集します。

（応募箱の設置場所）下津井地区の小中学校、下津井公民館、大畠郵便局、

下津井郵便局、児島消防署下津井出張所（職員不在の場合あり）

※応募用紙は、下津井地区の方へ、１世帯１枚回覧板でお届けします。

足りない場合は、応募箱の設置場所で取得するか、学校適正配置推進室のホームページ

からダウンロードしてください。

応募フォーム
（倉敷市電子申請サービス）

【主な内容】（１）開校準備委員会の概要

（２）委員長・副委員長の選出

（３）校名について

第１回開校準備委員会を開催し、本委員会の概要や開催

スケジュールについて説明した後、委員長・副委員長の選出が行われました。

また、校名について、決定までの流れや、候補選定の流れ、他自治体の事例を確認したうえで、事務局

から提案された選定方法について、協議が行われました。

その結果、下津井地区にお住まいの方を中心に公募を行い、開校準備委員会で選考を行うことになりま

した。


